

























































民銀行 http : //www.pbc.gov.cn/。
注：GDPは名目値。GDP＊は GDP増加率。M２＊はM２増加率。



















































































































































ベース マネー  GDP











































４２ 松山大学論集 第１８巻 第３号
外国資産（純） 対預金性銀行債権 対その他金融機関債権 

































































































































ベースマネー 債券発行 その他の資産（純） 外国資産（純） 対政府債権（純）
１．００００００ －０．７７７５３０ ０．６１８６１５ ０．９４８６９０ －０．８８１０３５
対預金性銀行債権 対その他金融機関債権 対非金融機関債権 対特定預金機関債権
－０．３６０３７４ ０．９０９６７５ －０．６９３４１６ ０．７２３０３９
表１ ベースマネーとその発行要因の相関性（R２）
出所：同図２。








































































１９９４ ４０８．０ ４，４５１．３ ５１６．２ ３０４．２
１９９５ ６５５．２ ６，６６９．５ ７３６．０ ２１９．８
１９９６ ６２８．４ ９，５６２．２ １，０５０．５ ３１４．５
１９９７ ７００．２ １３，２２９．２ １，３９８．９ ３４８．４
１９９８ ５１９．６ １３，５６０．３ １，４４９．６ ５０．７
１９９９ ３１４．６ １４，４５８．５０ １，５４６．８ ９７．２
２０００ ４２１．８ １５，５８２．８０ １，６５５．７ １０９．０
２００１ ７５０．３ １９，８６０．４０ ２，１２１．７ ４６５．９
２００２ ９７１．９ ２２，８１９．７９ ２，８６４．１ ７４２．４
２００３ １，５１１．３ ３０，６５９．２７ ４，０３２．５ １，１６８．４
２００４ ２，０９０．４ ４６，３９７．８５ ６，０９９．３ ２，０６６．８
２００５ １，４６１．５＄ ６２，６９７．５９ ８，１８８．７ ２，０８９．４
表２ 外国為替取引額と外貨準備残高の推移
出所：＊は中国金融年鑑編集部『中国金融年鑑』暦年版。
＊＊は中国金融年鑑編集部『中国金融年鑑』暦年版，中国人民銀行 http : //
www.pbc.gov.cn/。

































































１９８５ １０ n. a. n. a.
１９８７ １２ ５．０４ ５．７６
１９８８．０９．０１ １３ １３ ５．０４ ６．４８
１９９０．０１．０１ １３ １３ ７．２０ ８．６４
１９９０．０３．２１ １３ １３ ７．９２ ７．９２
１９９０．０８．２１ １３ １３ ６．８４ ６．８４
１９９１．０４．２１ １３ １３ ６．１２ ６．１２
１９９３．０５．１５ １３ １３ ７．５６ ７．５６
１９９３．０７．１１ １３ １３ ９．１８ ９．１８
１９９５．０１．０１ １３ １３ ９．１８ ９．１８
１９９５．０７．０１ １３ １３ ９．１８ ９．１８
１９９６．０５．０１ １３ １３ ８．８２ ８．８２
１９９６．０８．２３ １３ １３ ８．２８ ７．９２
１９９７．１０．２３ １３ １３ ７．５６ ７．０２
１９９８．０３．２１ ８ ８ ５．２２ ５．２２
１９９８．０７．０１ ８ ８ ３．５１ ３．５１
１９９８．１２．０７ ８ ８ ３．２４ ２．０７
１９９９．０６．１０ ８ ８ ２．０７ ２．０７
１９９９．１１．２１ ６ ６ ２．０７ ２．０７
２００２．０２．２１ ６ ６ １．８９ １．８９
２００３．０９．２１ ７ ６ １．８９ １．８９
２００３．１２．２１ ７ ６ １．８９ １．６２
２００４．０４．２５ ７．５ ６ １．８９ １．６２
２００４．０３．２５ ７．５ ６ １．８９ １．６２
２００５．０３．１７ ７．５ ６ １．８９ ０．９９
２００６．０７．０５ ８．０ ６ １．８９ ０．９９































































































１９９７ １９９８ １９９９ ２０００ ２００１ ２００２ ２００３ ２００４ ２００５ 
９３１０４.９ 
１５６７８４.３４ 
, .  


























国有商業銀行 その他商業銀行 その他金融機関 保険会社 証券及び基金 外資金融機関 合 計
１９９９
７００ n. a. n. a. n. a. n. a. n. a.
７００．０＊１，２９１．６ n. a. n. a. n. a. n. a. n. a.
５９１．６ n. a. n. a. n. a. n. a. n. a.
２０００
１，８１１．５ １１，４９４．４ １，３００．５ １４９．１ １，０２３．５ ２．７
１５，７８１．７５，９０６．１ ８，２４１．７ １，６２５．４ １ ７．５ ０
４，０９４．６ －３，２５２．７ ３２４．９ －１４８．１ －１，０１６．０ －２．７
２００１
４，２０３．７ ２７，９３２．５ ４，５９３．８ １，４７６．６ １，９１４．３ １２．５
４０，１３３．３１６，３３６．０ １９，８３５．８ ３，４４６．５ ４９７．８ １７．２ ０
１２，１３２．３ －８，０９６．７ －１，１４７．３ －９７８．８ －１，８９７．１ －１２．５
２００２
９，１１０．３５ ６４，１６０．０７ ２３，５９５．５ ４，０１３．７５ ９６７．５ ３８．０４
１０１，８８５．２１５３，６９９．２２ ４２，４２９．９４ ５，６１８．５７ １３０．７１ ６．５８ ０．２
４４，５８８．８７ －２１，７３０．１３ －１７，９７６．９３ －３，８８３．０４ －９６０．９２ －３７．８４
２００３
３，４６０．５ ８４，０６６．０４ ２３，５６３．５６ ３，１８６．５ ２，７９１．９２ １３４．７
１１７，２０３．４７６８，４６７ ３９，００２．５７ ６，８１８．４５ ２，３７６．９ ３３５．８ ２０２．９
６５，００６．５ －４５，０６３．４７ －１６，７４５．１１ －８０９．６ －２，４５６．１２ ６８．２
２００４
１，５６７．９ ６３，７１０．５ １９，０７９．９ ２，４３１．２ ５，１７３．５ １，１４１．９
９３，１０４．９４７，４５４．８ ３３，９６６．１ ９，３４９．８ ７５８．１ ９３０．３ ６４５．８






















































































































































































５８ 松山大学論集 第１８巻 第３号
緩和がなければ，ベースマネーのコントロールは相当困難であることは言える
であろう。
参 考 文 献
① 戴根有主編「貨幣政策による間接コントロールへ」中国金融出版社１９９９。
② 謝平・焦王璞璞主編「中国貨幣政策争論」中国金融出版社２００２。
注
１）本稿は松山大学特別研究助成（平成１７年度）を受けて行われた研究成果である。
２）詳細は「第５章中国における短期金融市場の整備とその現状」清野良栄・中嶋慎治編著
『東アジア経済の発展と日・米・欧の諸相』１１１～１４０頁晃洋書房２００６年１０月。
３）詳細は「第５章中国における短期金融市場の整備とその現状」清野良栄・中嶋慎治編著
『東アジア経済の発展と日・米・欧の諸相』１１１～１４０頁晃洋書房２００６年１０月。
４）戴根有（１９９９）４８頁。
５）戴根有（１９９９）４９頁。その他商業銀行の数字は公表されていないので現在把握していな
い。
６）基準金利は預金準備金金利、手形再割引金利と中国人民銀行の金融機関向け再融資金
利；法定金利は金融機関の預金金利と貸出金利；市場金利は基準金利と法定金利を除いた
その他現在中国で実行している金利である。
中国における短期金融市場の整備と金融政策との関わり ５９
